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Abstract

To shed light on previous research trends and future challenges regarding the effect of 
body position during hair washing on the mental and physical state of the subject, we 
conducted a literature review on “body position during hair washing” and “the effect on the 
mental and physical state of the subject of hair washing based on the body position during that 
process.” Using an online repository of major medical journals (Igaku Chuo Zasshi—WEB), we 
performed a search for “hair washing” and “body position or posture” without specifying a date 
range. When we excluded conference proceedings, meeting minutes, reviews, and commentaries 
and focused on papers describing the mental and physical effects on the subject of hair 
washing, we found 24 relevant papers. The results of our analysis revealed the following: 1) 
half of the research subjects were in a healthy group and half were in a disease group, with the 
most common conditions of those in the latter group being heart disease, threatened premature 
delivery/miscarriage, and anemia; 2) the body position used the most during hair washing was 
the supine position; 3) measurement variables were related to objective and subjective aspects, 
with the most common objective variables being pulse, heart rate, blood pressure, and the 
electromyogram, whereas the most common subjective variables were suffering, exhilaration, 
and fatigue; and 4) in patient subject groups, subjective factors, objective factors, and 
adjustments in the hair washing position according to the patientʼs illness or condition were 
used to investigate the physical and mental effects on the patient.

Based on the trends in prior studies, it is hoped that in the future, there will be an 
increase in the amount of clinical data and further investigations toward generalization.
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要旨
洗髪の体位が対象者の心身に及ぼす影響について、これまでの研究結果と今後の課題を明らかに

することを目的とし、「洗髪の体位」と「その体位で洗髪をした際、洗髪を受ける対象者の心身に
及ぼす影響」に関する文献検討を行った。医学中央雑誌 WEB 版を用いて発行年の制限は行わず、

「洗髪」、「体位 or 姿勢」でキーワード検索を行い、会議録、議事録、総説、解説を除き、洗髪を受
ける対象者の心身への影響を扱った文献に絞ったところ、24 件が該当した。結果、1）研究対象者
は、健康群と疾患群、半数ずつであり、疾患群としては、心疾患、切迫流早産、貧血の割合が多
かった、2）洗髪体位として、仰臥位を選択している研究が多かった、3）測定項目は客観的指標
と主観的指標があり、客観的指標では脈拍、心拍数、血圧、筋電図が、主観的指標では苦痛、爽快
感、疲労感の割合が多かった、4）研究内容では、疾患群において対象の疾患や状態に合わせた洗
髪の体位や主観的・客観的指標から、患者の心身への影響を検討していた。

今後、これら先行研究における検討結果を踏まえ、さらに、実際に洗髪援助が必要な者を対象と
して臨床などにおいてデータ数を増やし一般化に向け検討を行うことが必要であると考えられた。

Ⅰ．緒言

保健師助産師看護師法第 5 条（1948）にお
いて、「『看護師』とは、厚生労働大臣の免許を
受けて、傷病者若しくはじよく婦に対する療養
上の世話又は診療の補助を行うことを業とする
者をいう。」と記載されていることから、看護
師にとって対象の療養生活の世話や診療補助を
行うことは、法に定められた業務であるといえ
る。また、ヘンダーソン（1969）は、著書「看
護の基本となるもの」において、基本的看護の
14 の構成要素として、「呼吸」、「飲食」、「排泄」、

「姿勢の保持」、「睡眠・休息」、「衣類の選択と
着脱」、「体温の維持」、「身体の清潔」などつい
て述べ、具体的に 14 ある構成要素の一つとし
て「患者が身体を清潔に保ち、身だしなみよく、
また皮膚を保護するのを助ける」ことを挙げて
いる。ほかに、阿曽ら（2015，pp. 190–202）も、
身体の清潔に関して「身体を清潔に保つことは、
生理学的にも、日常生活習慣においても必要な
ことである。」「看護としての身体の清潔の目的
は、身体の汚れがなくきれいな状態、衛生的な
状態、病原微生物が付着していない状態を保つ
ことである。また、新陳代謝を高めることによ
り爽快感が得られ、循環も良くなって、気持ち
がよくなったり、リラックスできたりという精
神的な解放も目的の一つでもある。」と述べて
いる。以上から、看護師が行うべき療養上の世

話には様々な要素が含まれているが、そのうち
の一つに「身体を清潔にする」行為があり、看
護学的に意義深い役割があるといえる。

しかし、身体の清潔と一口に言っても、身体
は頭部から足先まで含まれ、全身が指す身体の
部位は幅広い。そこで、「毛髪が密集し、多く
存在する脂腺から分泌する皮脂や汗などによっ
て頭皮と頭髪によごれやほこりがつきやすい」
と 言 わ れ て い る こ と（ 茂 野 他，2013，pp. 

162–171）、また、「頭髪の汚れによって頭皮に
細菌感染を誘発させたり、皮膚疾患をまねきや
すくなる。また、不快なために気持ちを滅入ら
せてしまう原因にもなる。」と述べられている
こ と か ら（ 森 他，2010，p. 188）、 今 回、 頭
皮・頭髪の清潔を保つこと、つまり、洗髪に着
目した。

とりわけ、洗髪においては、基礎看護技術に
関連した書籍において様々な洗髪の体位や洗髪
実施方法が紹介されており（阿曽他，2015；
茂野他，2014；森他，2010；丸口，2015；岩
本，2012）、患者の置かれている状態によって
実施方法を選択する際、様々な要点を考慮すべ
きであると言われている（茂野他，2014，pp. 

162–171）。しかし、洗髪時の体位の選択やそ
の方法、及びその体位で援助した場合における
対象者の心身への影響については具体的かつ科
学的な記述に乏しい。つまり、実際に活用する
上では、どのような対象者にどのような体位で
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洗髪援助を実施することが対象者にとってどの
ような点で良いといえるのか、十分に明らかに
されているとは言い難く、臨床現場では経験的
な見地から洗髪援助が実施されていると推察さ
れる。

そこでまず、今回、ヒトが洗髪援助を受ける
際、洗髪時の体位が対象者の心身に及ぼす影響
について明らかにされていることを先行研究か
ら検討し、傾向や今後の課題について明らかに
したいと考えた。

Ⅱ．研究目的

研究目的は、洗髪の体位が洗髪援助を受ける
者の心身に及ぼす影響についての先行文献を検
討し、その傾向や今後の課題を明らかにするこ
とである。

Ⅲ．研究方法

1．研究対象
医学中央雑誌 WEB 版を用いて発行年の制限

は行わず、「洗髪」、「体位 or 姿勢」でキーワー
ド検索を行い、会議録、議事録、総説、解説を
除いた（検索実施日：2019 年 2 月 6 日）。そ
の結果、キーワードに該当した文献は 61 件で
あった。さらに、洗髪を受ける対象者の心身へ
及ぼす影響に焦点を当てて検討している文献の
みを研究の対象とした。

2．分析方法
該当する先行文献を、1）研究対象者、2）

洗髪の体位、3）測定項目、4）研究内容、の 4

点について整理し、先行文献における傾向をみ
た。

Ⅳ．結果

医学中央雑誌 WEB 版を用いて抽出した文献
のうち、24 件が該当した。なお、該当した文
献一覧については資料 1 のとおりであった。ま
た、発行年においては、1984 年から 2014 年
まで幅広い年数に渡っていた。

1．研究対象者（表 1・表 2）
1）研究対象者の属性

研究対象者を健康な者を対象としたもの（以
下、健康群とする）と疾患を患っている者を対
象としたもの（以下、疾患群とする）で分類し
たところ、健康群が 12 件（50.0％）（正常妊婦、
非妊婦を対象とする研究（初田，1997）を健
康群に含む）、疾患群が 12 件（50.0％）であっ
た。また、健康群では女性のみを対象としてい
るものが多く、12 件中 10 件（全体の 41.7％、
健康群における 83.3％）を占めた。疾患群に
おいては、心疾患 3 件（12.5％）、切迫流早産
3 件（12.5％）、貧血 2 件（8.3％）であった。
他に、網膜剥離手術後（花田他，2010）、呼吸
器疾患患者（上條他，2009）、全頸部郭清術後

（岡戸他，2003）、詳細不明が各 1 件ずつあった。

表 1．研究対象者の属性
詳細 人数（人）全体に対する割合（％）

健康群 12  （50.0）

女性のみ
（正常妊婦を含む）

10  （41.7）

男女  1  （4.2）

不明  1  （4.2）

疾患群 12  （50.0）

心疾患  3  （12.5）

切迫流早産  3  （12.5）

貧血  2  （8.3）

網膜剥離術後  1  （4.2）

呼吸器疾患  1  （4.2）

全頸部郭清術後  1  （4.2）

不明  1  （4.2）

計 24 （100.0）

表 2．研究対象者の人数
健康群 疾患群

範囲（人）件数（件）
各群における

割合（％）
件数（件）

各群における
割合（％）

 1～10  8  （66.7）  3  （25.0）

11～20  1  （8.3）  4  （33.3）

21～30  1  （8.3）  0  （0.0）

31～40  1  （8.3）  3  （25.0）

41～  1  （8.3）  2  （16.7）

計 12 （100.0） 12 （100.0）
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2）研究対象者の人数
健康群では 10 名までが 8 件（66.7％、健康

群における割合で表記する、以下同様）、11 名
から 20 名までが 1 件（8.3％）、21 名から 30

名までが 1 件（8.3％）、31 名から 40 名までが
1 件（8.3％）、41 から 50 名までが 1 件（8.3％）
で あ っ た。 疾 患 群 で は、10 名 ま で が 3 件

（25.0％、疾患群における割合で表記する）、
11 名から 20 名までが 4 件（33.3％）、31 名か
ら 40 名までが 3 件（25.0％）、41 名以上が 2

件（16.7％）であった。

2．洗髪の体位
阿曽（2015，pp. 79–80）による体位の種類

の表記における臥位（仰臥位、側臥位、腹臥位）、
坐位（椅坐位、半坐位）に合わせて分類したと
ころ、健康群では、仰臥位と半坐位の比較が 4

件、仰臥位のみが 3 件、仰臥位と椅坐位の比
較が 2 件であった。ほか、半坐位のみ、椅坐
位における前かがみと仰向けの比較、椅坐位間
における比較が各 1 件あった。疾患群では、仰
臥位と椅坐位の比較が 4 件、仰臥位のみが 3 件、
ほか椅坐位のみ、腹臥位のみ、椅坐位と半坐位
の比較、仰臥位と半坐位の比較、仰臥位と坐位、
側臥位の 3 体位の比較が各 1 件であった。

3．測定項目
客観的指標と主観的指標の双方から同時に検

討している研究は、24 件中 14 件（58.3％）で
あった。客観的指標のみは 8 件（33.3％）、主
観的指標のみは 2 件（8.3％）であった。

以下、1）客観的指標に関連した項目、2）
主観的指標に関連した項目、3）その他（対象
者の心身への影響に間接的に関連したと考えら
れる項目）に区分し整理した。なお、区分や整
理を行う際には、先行文献において対象とした
測定項目についての種類や程度を詳細に把握す
るために、同一の先行文献内において異なる測
定項目の記述があればどちらの測定項目も件数
としてカウントした。

1）客観的指標に関連した項目
研究対象者に対して客観的指標を用い検討し

ていた研究は、22 件あった。脈拍、または心
拍数が 14 件、血圧が 12 件、筋電図が 4 件と
上位を占めた。他に、心電図（または、心電図
による心拍変動計測）、皮膚温、体温（末梢温、
中枢温を含む）、呼吸数、SpO2、心筋酸素消費
量（以下、PRP とする、エネルギー代謝量、
胸鎖乳突筋の角度、頸椎弧、体圧、モニター上
の子宮収縮回数や腹部緊満、圧受容体感受性

（以下、BRS とする）、心筋労作度、体圧も検
討されていた。
2）主観的指標に関連した項目

研究対象者に対して主観的指標を用い検討し
ていた研究は、16 件あった。主に、「アンケー
ト」や「自覚症状」、「主観評価」、「印象」とし
て、漠然とした質問に対して回答を得る方法で
観察されているものが多かった。しかし、具体
的な項目を挙げて検討されているものも幾つか
あり、苦痛が 11 件、爽快感・すっきり感、疲
労感が各 5 件であった。他に、安定感、楽さ、
筋の緊張感、リラックス感、頭部の揺れ、息苦
しさ、圧迫感、凝り、洗い心地、体温感、子宮
収縮の自覚、POMS からみた気分や感情の程
度もあった。
3）その他

洗髪時間、洗髪チェアーの角度、車椅子の背
シートの角度、頭の下に敷くタオルの厚さ、寝
衣への浸水の程度を測定しているものがあった。

4．研究内容
1）客観的指標に及ぼす影響

（1）健康群における洗髪体位に関する検討
大きく、一体位のみの検討と、体位間の比較

を行っている研究に区分された。
一体位のみを検討したものとして、仰臥位の

みと椅坐位のみがあった。まず、仰臥位の検討
は、2 件該当した。船木ら（2008）は、洗髪台
を用いた仰臥位姿勢での洗髪では、洗髪後、心
拍数、LF/HF 値が有意に減少し、BRS や HF

が有意に増加したと述べた。また、井上ら
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（1999）も、ケリーパッドを用いた仰臥位姿勢
における洗髪において、心拍数が安静時より洗
髪中に減少する傾向があり、皮膚温は安静時よ
り洗髪後 10 分後に有意に上昇したと報告した。

次に、椅坐位における検討は、1 件が該当し
た。深田ら（1998）は、椅坐位を 3 つに区分し、
椅座位と椅座前屈位、椅座前屈位洗髪時におけ
る筋電図を測定し、椅座前屈位時では、僧帽筋、
上腕三頭筋、大腿二頭筋に強い筋負担があり、
洗髪援助を受けている椅座前屈位洗髪時は、椅
座前屈位時より僧帽筋の筋負担が増大したと述
べていた。

体位間の比較をしているものには、仰臥位と
半坐位との比較と、仰臥位と椅坐位との比較が
あった。仰臥位と半坐位における比較は 4 件
該当し、中川ら（2006）は、女性 10 名を対象
とし、洗髪車を用いた洗髪において、仰臥位姿
勢と上半身 20 度挙上姿勢とで血圧、脈拍、表
面筋電図を測定し、どちらの姿勢においても洗
髪前後の比較において収縮期血圧及び脈拍、表
面筋電図ともに、有意差を認めないことを明ら
かにした。また、塩野ら（2003）も、「洗髪時、
水平位とセミファウラー位で心拍数、血圧、
PRP、呼吸数、SpO2 を測定し、体位による有
意差は認めない」と述べている。板倉ら（1994）
は、女性 4 名を対象とし水平仰臥位 0 度と上
半身 5 度挙上、上半身 10 度挙上において洗髪
を実施し、洗髪前後で皮膚温、血圧、心拍数、
心筋酸素消費量を測定した結果、心拍数、血圧、
皮膚温、心筋酸素消費量はどの体位においても
5 分後変化し、水平仰臥位 0 度が最も変化した
幅が大きかったと述べた。北ら（1990）は、
女性 5 名を対象とし仰臥位とファウラー位そ
れぞれにおいて安楽体位と苦痛体位を設定し洗
髪前後で血圧と脈拍を測定し、仰臥位、ファウ
ラー位ともに、苦痛体位のほうが血圧や脈拍が
上昇すると報告していた。

仰臥位と坐位との比較は 3 件該当し、橋口
ら（2001）によると、洗髪前後では血圧やエ
ネルギー代謝量は体位による有意差は認めず、
前かがみの場合、仰向けより体位を保持するだ

けで交感神経系が優位になったと述べた。また、
東（1995）も、前屈位では胸鎖乳突筋、僧帽筋、
固有背筋に緊張がみられ、呼吸数がやや増加す
るが、仰臥位姿勢では胸鎖乳突筋、腹直筋、大
腿四頭筋に緊張がみられ、脈拍数は洗髪後やや
減少していると述べていた。初田ら（1997）も、
正常妊婦と非妊婦計 30 名に対して仰臥位と座
位姿勢における筋電図を測定し、仰臥位が最も
腹圧が低かったことを報告した。

（2）疾患群における洗髪体位に関する検討
疾患群においては、一体位のみの検討と、体

位間の比較を行った研究に区分された。
一体位のみの検討は、仰臥位と坐位（前屈位）

があった。その中で最も多かった仰臥位のみの
検討では、斎藤ら（2006）は、CCU 入室中の
急性心筋梗塞患者 5 名に対して、ケリーパッ
ドを用いた水平仰臥位で収縮期血圧と心拍数、
PRP を測定し、洗髪後に 20 mmHg 以上の収
縮期血圧の上昇や大きな心拍数の変動、ST の
上昇も認めなかったと述べた。川口（2004）
も入院患者 20 名に対して、仰臥位で安楽に洗
髪できる頭部保持台の効果を検討するために、
洗髪前後で血圧や脈拍を測定し、血圧と脈拍で
は大きな変動が見られなかったと報告した。他
に、貧血を有する患者に対して前屈位姿勢での
洗髪援助を行い、貧血群において最高血圧が上
昇した報告（沼田，1990）もあった。

また、体位間の比較を行った研究では、仰臥
位と椅坐位との比較と、仰臥位と半坐位との比
較、椅坐位（前屈位）と半坐位との比較があっ
た。

仰臥位と椅坐位との比較は 5 件が該当し、鈴
木ら（1998）は、心不全を中心とした心臓疾
患患者 14 名を対象とし仰臥位と前屈位で洗髪
を実施し、体位によって血圧や脈拍、心筋疲労
度に有意差は認めず、胸部症状の訴えはなかっ
たとした。一方、寺町ら（1984）は、急性心
筋梗塞患者 57 例を対象とし、仰臥位と前屈位
での洗髪時、仰臥位ではほとんど有意な PRP

の上昇は示されなかったが、前屈位では第 4 病
週以内に PRP の有意な上昇が示されたと報告
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した。ほかに、工藤ら（1997）は、入院中の
貧血を有する患者に対し洗髪をしたところ、脈
拍数では体位による有意差は認めないが、呼吸
数は仰臥位では有意差なし、前屈位では洗髪開
始後から増加し、終了 2 分後には減少傾向を
示し、最高血圧は、仰臥位では有意差なし、前
屈位では洗髪終了直後から上昇傾向があったと
述べた。他に、切迫流早産の対象者に対して、
仰臥位と前屈位との比較（小野他，1996）、ま
たは、仰臥位と前屈位、側臥位との比較（鈴木
他，1997）をした研究があったが、小野ら

（1996）は体位別の詳細な NST 上の結果につ
いての記載は認めなかったが、切迫流早産の状
態に影響を及ぼした例はなかったと述べたのに
対し、鈴木ら（1997）は、前屈位は子宮収縮
回数が多く、側臥位では子宮収縮が確認されな
かったと述べた。

仰臥位と半坐位との比較は 2 件が該当し、沼
田ら（1990）は、入院患者において貧血のあ
るなし 2 群に仰臥位とファウラー位で洗髪し、
脈拍と呼吸は有意差がないが、最高血圧は、貧
血群において洗髪後、有意に上昇したと報告し
た。近藤ら（2004）は、切迫流早産で入院中
の患者 80 名を対象とし、仰臥位と半坐位とで
分娩監視装置による腹部緊満の程度を測定し、
どちらの体位も対象者への腹部緊満の程度に変
化はなかったとしている。

最後に、椅坐位（前屈位）と半坐位との比較
は 1 件が該当した。上條ら（2009）は、経鼻
カヌラを用いて酸素療法を受けている呼吸器疾
患患者 20 名に対し、2 体位において SpO2 を
比較し、体位の違いによって SpO2 に大きな変
化はなかったと述べた。
2）主観的指標に及ぼす影響

研究結果に関して明確な記載があった文献の
みを記載する。

（1）健康群における洗髪体位に関する検討
大きく、仰臥位のみの検討、半座位のみの検

討、仰臥位と椅坐位（前屈位）との比較を行っ
ている研究に区分された。

仰臥位における研究は 2 件が該当し、木村

ら（2014）はケリーパッドを用いた仰臥位で
の洗髪において、筋の緊張感、安定感、リラッ
クス感を測定し、膝の下に枕を挟んだほうが仰
臥位より有意に筋の緊張感が少なく、安定感が
大きかったと述べた。井上ら（1999）もケリー
パッドを用いた仰臥位での洗髪において被験者
全員が快適感を感じていたと報告した。

半座位における研究は 1 件が該当し、山口
ら（2001）は、半座位は苦痛があり、対象者
は安楽枕を挟んだほうが安楽であると回答して
おり、枕がない場合には、後頸部と腰部に苦痛
の訴えがあったと述べた。

仰臥位と椅座位（前屈位）との比較を行って
いる研究では 1 件が該当し、橋口ら（2001）は、
洗髪台における仰向けと前かがみ姿勢において
POMS を測定し、仰向けはネガティブな気分
に有意な減少があったと述べた。

（2）疾患群における洗髪体位に関する検討
大きく、仰臥位のみの検討、腹臥位のみの検

討、体位間の比較を行っている研究に区分され
た。

仰臥位のみにおける研究では 3 件が該当し、
川口（2004）は、入院患者に仰臥位での洗髪後、
対象者全員が圧迫感がなく、すっきりしたと述
べたと報告している。岡戸ら（2002）も、全
頸部郭清術を受けた者への仰臥位での洗髪にお
ける評価として、「頸部が安定していた」、「安
楽であった」「気持ち良かった」という意見が
あったと述べている。斎藤ら（2006）も、ケ
リーパッドを用いた水平仰臥位での洗髪に対す
るアンケート結果として爽快感が得られたなど
の発言が多かったと報告している。

腹臥位における研究では 1 件が該当し、花
田ら（2010）が、網膜剥離手術後の腹臥位安
静中の患者を対象として腹臥位で洗髪し、苦痛、
爽快感、顔の濡れ、頭部の揺れ、感想について
確認し、肯定的な意見が聞かれたと述べている。

また、幾つかの体位における比較研究では、
上條ら（2009）によると、経鼻カヌラを用い
て酸素療法を行っている呼吸器疾患患者に対し
て前屈位とファウラー位で洗髪を実施した結果、
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前屈位では「呼吸がしんどい」、「頸部の安定感
がない」など、ファウラー位では「呼吸がしや
すい」、「安楽で安定感がある」という意見があっ
たと報告している。切迫流早産の女性を対象と
した研究では、近藤ら（2004）が仰臥位より
半坐位のほうが苦痛は少なかったと報告してい
るのに対し、鈴木ら（1997）は、座位（前屈位）、
仰臥位、側臥位で比較し、座位での子宮収縮回
数が多く、側臥位では子宮収縮が確認されな
かったことや、坐位では「腹部が張った」、「腹
が苦しい」、側臥位では「楽だ」、「安心だ」、「腹
部が張らなかった」という感想を得たと述べて
いる。さらに、小野ら（1996）も、仰臥位と
座位の洗髪では、「仰臥位姿勢のほうが安楽で
あった」「洗髪の姿勢が苦しかったと述べた妊
婦 5 例は全員坐位であった」と報告していた。

Ⅴ．考察

1．研究対象者
健康群が半数を占めており、それらは女性を

対象としている場合が多いことが明らかとなっ
た。実際には疾患を患い、また、安静療養中の
対象者に対して看護師は洗髪援助を実施するこ
とから、これら研究は、基礎的研究の位置づけ
に該当すると考えられ、今後、臨床や在宅での
活用に向けて、実際に洗髪援助が必要な者を対
象とした臨床研究が望まれた。さらに、女性を
対象としていることに関しては、先行文献中に
具体的な理由の記述はなかったが、男性に比べ
女性は髪が長く洗髪の援助に時間と工夫を要す
る可能性が高いからではないかと推察された。

また、疾患群においては属性により分類した
ところ、各属性において 1 から 3 件の範囲で
あり、特定の疾患に限定した検討はなされてい
ないことが明らかとなった。しかし、少ない件
数の中でも、心疾患、切迫流早産、貧血患者に
おいて検討されている割合が多く、これら疾患
患者において、洗髪援助が実施され、洗髪時工
夫を要する可能性が高いことが示唆された。

さらに、対象者数からみると、健康群、疾患
群ともに幅があり、健康群では 10 名までの範

囲が最も多かった。「研究結果を研究の参加者
以上の他の個々人に一般化できる度合いが、量
的研究の質を評価するために広く用いられる基
準である。」と言われているように（Denis.

F.Polit. et al., 2010, p. 16）、量的研究には研
究成果を一般化することが求められる。した
がって、一般化に向けさらに症例数を増やし検
討することも必要であると考える。

2．洗髪の体位
洗髪の体位では、健康群、疾患群ともに、「仰

臥位と坐位との比較」や「仰臥位のみ」といっ
た仰臥位を含む体位が検討されていることが多
いことが明らかとなった。阿曽ら（2015，pp. 

194–202）によると、「患者に洗髪する方法には、
大別すると仰臥位でする方法と椅坐位でする方
法がある。」と言われており、今回、先行文献
で多く検討されていた仰臥位は、一般的な洗髪
体位の一つであった。また、仰臥位での洗髪は
ベッドに臥床したまま行うことができるため、
移動や座位の保持が不可能な患者さんや頸部の
安静保持が必要な患者さんに適応となり（藤本
他，2014）、椅坐位での洗髪援助のほうが自立
度は高い（阿曽他，2015）と言われているこ
とから、援助レベルの割合が大きい仰臥位に関
し、もっとも多く検討されていたと考えられた。
さらに、仰臥位で洗髪援助を行う際、ケリー
パッドや洗髪台、洗髪車など何らかの物品を使
用して実施するが、これらの洗髪援助物品に関
しては、詳細な記述を含めた検討数に乏しく、
今後、体位と使用物品を含めた具体的で詳細な
実施方法の記載が望まれた。

また、検討数は少ないが、腹臥位や側臥位で
の先行研究もあった。これら体位での洗髪援助
は基礎看護技術のテキスト上見当たらなかった
が、臨床現場ではこれら体位で実施されている
場合もあり、今後、ある特定の体位に定めず、
患者の疾患や状態に配慮し、洗髪体位の工夫が
必要であると考えられた。
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3．測定項目
客観的指標、主観的指標双方を同時に検討し

ている研究の割合は全体の約 6 割であること
が明らかとなった。また、主観的指標より客観
的指標を検討したものの割合が多いことがわ
かった。客観的指標においては、基準値などが
明確なものも多く評価しやすいが、主観的指標
では看護技術が及ぼす影響について測定する評
価指標や評価尺度も乏しく、一般化しづらいこ
とが影響していると考えられた。

さらに、客観的指標の評価として、脈拍、心
拍数、血圧といった循環器系の指標が上位を占
めていた。これらは、手軽に測定できるうえに、
身体の異変を速やかに反映する極めて重要な指
標であることや、心拍数や脈拍は運動、精神的
緊張、発熱、交感神経の緊張、痛みなどにより
増加し、睡眠や副交感神経の緊張などで減少す
ることや、血圧は神経性調節と自律性調節を受
け、運動、食事、精神的興奮、痛みなどで交感
神経の緊張を増強させ血圧が上がると言われて
いることから（藤本他，2014；坂井他，2014）、
測定指標として選定されたと推測された。

次いで、筋電図を測定しているものが多かっ
た。筋電図は、1929 年以降臨床検査に用いら
れるようになり、1990 年代にはパソコン技術
の進歩に伴い筋電計にもパソコンを制御部とし
て採用する機種が現れたと言われている（木村
他，2013，pp. 350–355）。今回の先行研究の
中で最も早く筋電図計測を取り入れているのは
東（1995）であり、ちょうど筋電図検査の発
展と年代的に一致するといえる。

加えて、清潔援助行為は、温熱作用、循環促
進作用、発汗作用や、自律神経・呼吸系・心血
管系など様々な身体面に影響を及ぼすと言われ
ており（茂野他，2014）、これらの効果を検討
するために、上記項目に加え、心電図や自律神
経反応、皮膚温、体温、PRP、エネルギー代
謝量などが測定されていたと考えられた。

また、切迫流早産の対象に対して、洗髪時に
おける腹部の張りの程度や腹部緊満を観察する
ために、胎児監視モニターを用いていた。対象

者の特性に合わせて測定項目が追加されており、
洗髪が幅広い対象に行われる援助であるため対
象に合わせた洗髪効果の測定の必要性が明らか
となった。

主観的指標においては、苦痛や爽快感、疲労
感が上位を占めた。基礎看護技術に関する書籍
で洗髪援助における心理的側面への影響として、

「掻痒感、爽快感、気分不快、疲労感、寒け、
体位の安楽、満足感、苦痛、闘病意欲」などが
挙げられているが（丸口他，2015；茂野他，
2014；藤本他，2014）、先行研究で明らかと
なった研究内容はこれら書籍に明記された内容
と同様であると考えられた。

4．研究内容
1）客観的指標に及ぼす影響

健康群では、統計学的に仰臥位での洗髪を検
討したものに、洗髪後に心拍数が有意に減少し
HF が有意に増加するという報告（船木他，
2008）や、心拍数が洗髪中に減少するという
報告（井上他，1999）があった。これより、
健康群に対する仰臥位での洗髪は、副交感神経
優位となり、心拍数の増加を起こさない援助で
あると考えられていることが明らかとなった。

また、洗髪援助により、皮膚温が洗髪後に有
意に上昇したという報告から（井上他，1999）、
洗髪援助が湯を用い頭皮を刺激する援助である
ことから生じる温熱作用、循環促進作用につい
ても検討されていることが明らかとなった。

また、疾患群では、仰臥位での洗髪は大きな
血圧や脈拍の変化を認めないと報告されていた
ため（斎藤他，2006；川口他，2004）、健康群
と同様に、仰臥位での洗髪援助は、身体的に安
全な援助方法であると考えられていることが明
らかとなった。

さらに、仰臥位と椅坐位との比較では、鈴木
ら（1998）は心不全を中心とした心臓疾患患
者の循環器系の測定指標に有意差はなかったと
述べているのに対し、寺町ら（1984）は、急
性心筋梗塞の患者に対し、椅坐位（前屈位）で
PRP の有意な上昇が示されたと述べた。同じ
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急性心疾患患者であっても、発症時期や患者の
年齢、身体的状態によって対象の状況は大きく
異なるため、これら 2 件から同様の研究結果
は得られなかったと考える。他に、切迫流早産
の患者に対する研究結果からみても、「仰臥位
または坐位での洗髪において NST 上切迫流早
産の状態に影響を及ぼした例はない（小野他，
1996）」、「前屈位は子宮収縮回数が多い（鈴木他，
1997）」と報告内容によって差が生じている。
つまり、先述の心疾患患者で述べたことが、切
迫流早産患者に対しても該当するといえる。今
後、対象者の属性や体位の設定等を詳細に明記
した上で、検討数を増やすことが望まれる。
2）主観的指標に及ぼす影響

健康群では仰臥位での洗髪援助において、筋
の緊張感が少なく、安定感が大きいという報告

（木村他，2014）や、ネガティブな気分が減少
するという報告（橋口他，2001）がある一方で、
半座位は枕を挟まなければ後頸部や腰部に苦痛
があることが報告されていた（山口他，2001）。

疾患群では、仰臥位での洗髪援助により、「圧
迫感がない」、「頸部が安定していた」、「爽快感
が得られた」などの肯定的な意見が認められ（川
口他，2005；岡戸他，2002；斎藤他，2006）、
健康群と同様の傾向であることがわかった。

また、網膜剥離手術後の患者において腹臥位
で実施した洗髪援助において、肯定的な感想が
得られたという報告（花田他，2010）や、切
迫流早産の患者に対して側臥位で洗髪援助を行
い、「楽、安心、腹部の張りがない」という意
見を得ていた（鈴木他，1997）。研究目的や研
究デザイン、研究対象者が異なるため各研究結
果をそのまま比較することはできないが、疾患
や患者の置かれている状況に合わせ工夫された
洗髪体位において対象に合わせた評価項目から
対象の心理的側面を検討し、洗髪援助が及ぼす
影響について明らかにしていた。しかし、これ
ら先行研究はいずれも限られた対象に対し独自
の手法で検討しており、今後、一般化に向けて、
より客観的で信頼性のある対象者の主観に関す
る評価指標や評価尺度が望まれると考えられた。

Ⅵ．結論

洗髪の体位が洗髪援助を受ける者の心身に及
ぼす影響についての先行文献を検討した結果、
該当する研究は 24 件あり、それらより以下の
ことが明らかとなった。
・ 研究対象者は、健康群と疾患群、半数ずつで

あり、疾患群としては、心疾患、切迫流早産、
貧血の割合が多かった。

・ 洗髪体位として、仰臥位を選択した研究が多
かった。

・ 測定項目としては客観的指標と主観的指標が
あり、主観的指標より客観的指標を検討した
割合が多く、客観的指標では脈拍、心拍数、
血圧、筋電図が、主観的指標では苦痛、爽快
感、疲労感を検討した割合が多かった。

・ 疾患群では対象の疾患や状態に合わせた洗髪
体位や主観的・客観的指標から洗髪援助にお
ける対象者の心身への影響を検討していた。

今後、これら先行研究における検討結果を踏
まえ、さらに、実際に洗髪援助が必要な者を対
象として臨床などにおいてデータ数を増やし一
般化に向け検討を行うことが必要であると考え
られた。
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ぎ
て

い
る

）

ケ
リ

ー
パ

ッ
ド

を
用

い
た

水
平

仰
臥

位
。

収
縮

期
血

圧
、

心
拍

数
、

心
筋

酸
素

消
費

量
（

P
R

P
）、

ア
ン

ケ
ー

ト
（

頸
部

痛
、

爽
快

感
、

不
快

感
）。

胸
部

症
状

、
呼

吸
苦

、
動

機
な

ど
自

覚
症

状
を

訴
え

た
者

は
な

か
っ

た
。

洗
髪

後
に

20
 m

m
H

g
以

上
の

収
縮

期
血

圧
の

上
昇

や
大

き
な

心
拍

数
の

変
動

も
認

め
ら

れ
ず

、
S

T
の

変
化

も
み

ら
れ

な
か

っ
た

。
心

筋
酸

素
消

費
量

で
は

、
1

事
例

以
外

±
20

%
以

内
で

あ
り

、
1

事
例

に
お

い
て

も
、

自
覚

症
状

や
S

T
の

変
化

、
不

整
脈

は
認

め
な

か
っ

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

「
気

持
ち

よ
か

っ
た

」「
さ

っ
ぱ

り
し

た
」「

今
晩

は
よ

く
眠

れ
そ

う
」

な
ど

爽
快

感
が

得
ら

れ
た

と
い

う
発

言
が

多
か

っ
た

。

6
中

川
真

帆
洗

髪
車

を
用

い
た

洗
髪

に
お

け
る

生
体

負
担

　
水

平
仰

臥
位

と
上

半
身

20
°挙

上
位

の
比

較
20

06

水
平

仰
臥

位
0
°と

上
半

身
20

°挙
上

位
に

お
け

る
洗

髪
車

を
用

い
た

洗
髪

に
伴

う
生

体
負

担
に

つ
い

て
明

ら
か

に
す

る
。

肩
こ

り
の

な
い

女
子

学
生

10
名

。
洗

髪
車

を
用

い
た

水
平

仰
臥

位
0°

、
上

半
身

20
°挙

上
位

。
血

圧
、

脈
拍

、
表

面
筋

電
図

。
0°

と
20

°で
は

、
収

縮
期

血
圧

及
び

脈
拍

に
お

い
て

有
意

差
を

認
め

ず
、

洗
髪

中
の

変
動

幅
も

0°
20

°と
も

に
小

さ
い

変
動

幅
で

あ
っ

た
。

表
面

筋
電

図
も

0°
と

20
°で

相
違

な
い

者
が

多
か

っ
た

。

7
川

口
み

さ
お

安
楽

で
手

軽
に

活
用

で
き

る
頭

部
保

持
台

付
き

洗
髪

用
具

の
考

案
20

05

床
上

安
静

中
の

患
者

が
安

全
・

安
楽

に
洗

髪
で

き
る

、
ま

た
、

看
護

師
も

手
軽

に
活

用
で

き
る

洗
髪

用
具

を
作

製
し

、
そ

の
効

果
を

検
討

す
る

。
入

院
患

者
20

名
。

仰
臥

位
（

作
製

し
た

頭
部

保
持

台
を

設
置

し
た

。）

血
圧

、
脈

拍
、

B
M

I、
頭

部
・

頸
部

の
体

圧
、

聞
き

取
り

調
査

（
頸

部
の

圧
迫

感
、

疼
痛

、
頭

部
の

安
定

感
、

肩
や

頸
部

の
疲

れ
、

凝
り

、
洗

い
心

地
、

す
っ

き
り

感
）。

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
に

変
動

は
な

か
っ

た
。

対
象

者
す

べ
て

が
圧

迫
感

が
な

く
、

楽
で

、
す

っ
き

り
し

た
と

答
え

た
。

洗
髪

器
使

用
時

に
は

枕
使

用
時

よ
り

全
体

的
に

体
圧

が
高

く
な

っ
た

。

8
近

藤
万

里
子

妊
婦

に
と

っ
て

安
楽

な
洗

髪
体

位
の

工
夫

20
04

 仰
臥

位
と

座
位

で
の

洗
髪

を
比

較
し

、
妊

婦
に

と
っ

て
安

楽
な

洗
髪

体
位

を
検

討
す

る
。

切
迫

流
早

産
で

入
院

中
の

女
性

80
名

。

仰
臥

位
、

座
位

（
ベ

ッ
ド

上
で

上
半

身
を

40
～

50
度

挙
上

し
、

膝
関

節
を

屈
曲

し
た

体
位

と
図

に
記

載
あ

り
）。

（
分

娩
監

視
装

置
を

用
い

て
）

腹
部

緊
満

の
程

度
、

苦
痛

の
程

度
（「

ど
ち

ら
が

楽
か

」「
お

腹
の

張
り

は
あ

っ
た

か
」「

痛
い

と
こ

ろ
は

あ
っ

た
か

」「
疲

れ
を

感
じ

た
か

」）
。

切
迫

流
産

妊
婦

に
は

、
ど

ち
ら

の
洗

髪
体

位
も

対
象

へ
の

負
担

の
程

度
に

変
化

は
な

か
っ

た
。

切
迫

早
産

妊
婦

に
は

、
仰

臥
位

よ
り

座
位

の
ほ

う
が

苦
痛

は
少

な
か

っ
た

。

9
岡

戸
美

紀
全

頸
部

郭
清

術
を

受
け

た
患

者
の

安
楽

な
洗

髪
体

位
の

検
討

20
03

洗
髪

チ
ェ

ア
ー

の
角

度
、

頸
部

保
護

タ
オ

ル
の

厚
み

に
よ

っ
て

安
楽

な
体

位
に

差
異

が
あ

る
の

か
検

討
す

る
。

全
頸

部
郭

清
術

を
受

け
た

男
性

患
者

9
名

。
洗

髪
チ

ェ
ア

ー
で

の
仰

臥
位

。
手

術
前

後
の

頸
椎

弧
、

タ
オ

ル
の

厚
さ

、
チ

ェ
ア

ー
の

角
度

、
主

観
的

評
価

（
頸

部
・

肩
部

・
腹

部
・

腰
部

・
大

腿
部

の
力

の
入

れ
具

合
、

疲
労

感
、

痛
み

、
洗

髪
時

間
、

爽
快

感
）。

安
楽

な
体

位
に

お
け

る
チ

ェ
ア

ー
の

角
度

は
15

0～
16

5°
で

、
全

員
、

手
術

前
後

で
変

化
が

な
か

っ
た

。
タ

オ
ル

の
厚

さ
は

、
術

前
0.

5～
2.

0 
cm

、
術

後
2.

0～
5.

0 
cm

の
範

囲
で

あ
っ

た
。

術
後

全
員

が
、「

頸
部

が
安

定
し

て
お

り
、

痛
み

、
疲

れ
を

感
じ

ず
、

肩
・

大
腿

部
に

力
を

入
れ

る
こ

と
な

く
、

安
楽

で
あ

っ
た

」「
気

持
ち

よ
か

っ
た

」
と

答
え

た
。

10
塩

野
美

智
子

セ
ミ

フ
ァ

ー
ラ

ー
位

に
よ

る
洗

髪
方

法
に

つ
い

て
の

検
討

20
03

 セ
ミ

フ
ァ

ー
ラ

ー
位

に
よ

る
安

全
・

安
楽

な
洗

髪
方

法
を

開
発

す
る

。
病

院
内

の
ス

タ
ッ

フ
36

名
。（

平
均

年
齢

33
歳

）
水

平
位

、
セ

ミ
フ

ァ
ー

ラ
ー

位
。

【
客

観
的

測
定

項
目

】
心

拍
数

、
血

圧
、

呼
吸

数
、

S
P
O

2、
心

筋
酸

素
消

費
量

二
重

積
（

P
R

P
）、

腋
窩

温
、

後
頸

部
温

、
寝

衣
へ

の
浸

水
、

洗
髪

時
間

。【
主

観
的

測
定

項
目

】疲
労

度
、

爽
快

感
、

苦
痛

感
、

体
感

温
。

全
て

の
測

定
項

目
に

お
い

て
、

体
位

に
よ

っ
て

有
意

な
差

は
認

め
な

か
っ

た
。

11
山

口
し

の
ぶ

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
車

椅
子

を
使

用
し

た
洗

髪
体

位
の

安
楽

性
－

高
齢

者
体

験
セ

ッ
ト

を
装

着
し

て
－

20
01

高
齢

者
体

験
セ

ッ
ト

を
装

着
し

て
半

座
位

洗
髪

時
の

安
楽

な
体

位
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

高
齢

者
体

験
セ

ッ
ト

を
装

着
し

た
模

擬
患

者
10

名
。

半
座

位
（

車
椅

子
の

背
シ

ー
ト

を
洗

髪
台

と
同

じ
高

さ
に

な
る

よ
う

に
調

整
し

使
用

）。

車
椅

子
背

シ
ー

ト
の

角
度

、
血

圧
、

脈
拍

、
呼

吸
数

、
苦

痛
の

有
無

。

全
員

が
安

楽
枕

が
あ

る
と

安
楽

だ
と

答
え

た
。

車
椅

子
背

シ
ー

ト
の

角
度

は
50

度
が

多
か

っ
た

。
血

圧
は

洗
髪

前
後

に
変

動
が

な
か

っ
た

。
安

楽
枕

あ
り

の
場

合
は

苦
痛

の
訴

え
な

し
、

枕
な

し
の

場
合

は
殆

ど
の

被
験

者
に

後
頚

部
と

腰
部

に
苦

痛
の

訴
え

が
あ

っ
た

。

12
橋

口
暢

子
洗

髪
台

使
用

時
に

お
け

る
洗

髪
動

作
が

生
理

心
理

反
応

に
及

ぼ
す

影
響

　
洗

髪
体

位
の

違
い

に
よ

る
検

討
20

01
洗

髪
台

使
用

時
の

洗
髪

援
助

が
被

援
助

者
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

健
康

女
子

8
名

。
洗

髪
台

に
お

い
て

椅
子

に
仰

向
け

に
な

る
体

位
、

前
か

が
み

の
体

位
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
代

謝
量

、
血

圧
、

心
拍

数
、

心
電

図
、

日
本

語
翻

訳
版

P
O

M
S
（

気
分

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

検
査

）。

エ
ネ

ル
ギ

ー
代

謝
量

増
加

量
、

血
圧

の
変

化
は

体
位

に
よ

る
有

意
な

差
は

な
か

っ
た

。
両

体
位

と
も

に
、

洗
髪

中
は

心
拍

数
、

L
F

成
分

、
L

F
/H

F
比

は
、

安
静

時
に

比
べ

高
値

を
示

し
、

洗
髪

中
は

、
交

感
神

経
が

優
位

な
状

態
と

な
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

。
前

か
が

み
の

場
合

、
仰

向
け

よ
り

そ
の

体
位

を
保

持
す

る
だ

け
で

、
交

感
神

経
系

が
優

位
な

状
態

と
な

っ
た

。
仰

向
け

は
P

O
M

S
に

お
い

て
も

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な

気
分

に
有

意
な

減
少

が
あ

っ
た

。
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1-
2）
．
対
象
文
献
一
覧

13
井

上
範

江
清

潔
援

助
に

と
も

な
う

被
援

助
者

の
生

体
情

報
；

全
介

助
安

静
仰

臥
位

で
の

洗
髪

に
お

い
て

19
99

安
静

仰
臥

位
洗

髪
時

の
生

体
情

報
を

検
討

す
る

。
健

康
な

女
子

48
名

。
（

18
～

22
歳

）
ケ

リ
ー

パ
ッ

ド
を

用
い

た
仰

臥
位

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

量
、

心
拍

数
、

皮
膚

温
、

被
験

者
の

感
じ

方
、

印
象

。

エ
ネ

ル
ギ

ー
代

謝
量

は
洗

髪
後

に
有

意
に

増
加

し
た

。
心

拍
数

は
、

安
静

時
よ

り
洗

髪
中

に
減

少
す

る
傾

向
が

あ
っ

た
。

皮
膚

温
は

安
静

時
よ

り
洗

髪
後

終
了

10
分

後
に

有
意

に
上

昇
し

た
。

被
験

者
全

員
が

洗
髪

後
、「

気
持

ち
よ

い
」

と
述

べ
、

快
適

感
を

感
じ

て
い

た
。

14
鈴

木
美

代
子

心
臓

へ
の

負
荷

軽
減

を
考

え
た

洗
髪

体
位

の
検

討
―

仰
臥

位
洗

髪
,前

屈
位

洗
髪

の
比

較
か

ら
―

19
98

仰
臥

位
と

前
屈

位
の

体
位

で
、

ど
ち

ら
の

ほ
う

が
心

臓
へ

の
負

担
が

少
な

い
か

を
検

討
す

る
。

心
不

全
を

中
心

と
し

た
心

臓
疾

患
患

者
14

名
。

仰
臥

位
、

前
屈

位
。

血
圧

、
脈

拍
、

心
筋

労
作

度
。

体
位

の
違

い
に

よ
る

心
臓

へ
の

負
荷

の
差

は
認

め
な

か
っ

た
。

心
臓

に
負

荷
が

加
わ

っ
た

と
判

断
で

き
る

脈
拍

数
の

増
加

や
、

実
施

中
の

胸
部

症
状

の
訴

え
は

な
か

っ
た

。

15
 深

田
順

子
椅

座
前

屈
位

洗
髪

時
に

お
け

る
筋

負
担

19
98

椅
座

前
屈

位
洗

髪
時

の
姿

勢
と

洗
髪

行
為

に
よ

る
筋

負
担

を
明

ら
か

に
す

る
。

シ
ョ

ー
ト

ヘ
ア

の
健

康
な

女
子

5
名

。
椅

座
位

、
椅

座
前

屈
位

、
椅

座
前

屈
位

洗
髪

時
。

頸
部

・
上

下
肢

の
表

面
筋

電
図

、
身

体
的

苦
痛

。
椅

座
前

屈
位

時
は

、
僧

帽
筋

、
上

腕
三

頭
筋

、
大

腿
二

頭
筋

に
強

い
筋

負
担

が
あ

っ
た

。
洗

髪
援

助
を

受
け

て
い

る
と

き
に

は
、

椅
座

位
前

屈
位

時
よ

り
、

僧
帽

筋
の

筋
負

担
が

増
大

し
て

い
た

。
身

体
的

苦
痛

は
、

筋
負

担
が

認
め

ら
れ

た
部

位
と

ほ
ぼ

一
致

し
て

い
た

。

16
初

田
聡

美
妊

婦
の

腹
斜

筋
に

緊
張

を
き

た
さ

な
い

洗
髪

体
位

の
検

討
―

母
体

腹
部

体
表

筋
電

図
を

用
い

て
―

19
97

腹
圧

と
洗

髪
時

体
位

と
の

間
に

ど
の

よ
う

な
関

係
が

あ
る

か
を

検
討

す
る

。
正

常
妊

婦
20

例
、

非
妊

婦
10

例
、

計
30

例
。

仰
臥

位
、

座
位

①
（

頸
部

の
み

屈
曲

）、
座

位
②

（
体

幹
か

ら
屈

曲
）

※
座

位
①

②
に

関
し

て
は

、
椅

子
に

座
る

と
の

み
表

記
は

あ
る

が
、

前
屈

位
か

後
屈

位
か

は
不

明
。

筋
電

図
、

ア
ン

ケ
ー

ト（
洗

髪
時

の
自

覚
症

状
、

楽
～

苦
痛

）、
洗

髪
時

間
。

洗
髪

時
間

と
腹

圧
の

間
に

は
、

全
て

の
体

位
で

相
関

を
認

め
な

か
っ

た
。

筋
電

図
上

有
意

差
を

認
め

な
か

っ
た

が
、

体
位

別
で

は
、

仰
臥

位
が

腹
圧

が
最

も
低

か
っ

た
。

非
妊

婦
及

び
妊

婦
に

お
い

て
、

仰
臥

位
で

の
洗

髪
が

最
も

楽
と

回
答

し
て

い
た

。

17
鈴

木
カ

ツ
ミ

シ
ャ

ン
プ

ー
体

位
の

違
い

と
切

迫
早

産
妊

婦
の

子
宮

収
縮

19
97

シ
ャ

ン
プ

ー
体

位
の

違
い

が
切

迫
早

産
妊

婦
の

子
宮

収
縮

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

調
査

す
る

。
切

迫
早

産
妊

婦
20

名
。

座
位

（
前

屈
位

）、
仰

臥
位

、
側

臥
位

。
胎

児
監

視
モ

ニ
タ

ー
上

の
子

宮
収

縮
回

数
、

子
宮

収
縮

の
自

覚
回

数
、

ア
ン

ケ
ー

ト
（

感
想

）。

座
位

は
、

子
宮

収
縮

回
数

が
多

か
っ

た
。

側
臥

位
で

は
、

子
宮

収
縮

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

感
想

で
は

、
座

位
が

「
腹

部
が

張
っ

た
」「

腹
が

苦
し

い
」「

肩
が

凝
る

」
な

ど
否

定
的

な
意

見
が

最
も

多
く

、
側

臥
位

は
、「

腹
部

が
張

ら
な

か
っ

た
」「

楽
だ

」「
安

心
だ

」
と

い
う

肯
定

的
な

意
見

が
最

も
多

か
っ

た
。

18
工

藤
せ

い
子

貧
血

患
者

の
洗

髪
に

お
け

る
体

位
に

よ
る

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
の

変
化

19
97

貧
血

患
者

に
対

し
て

仰
臥

位
と

前
屈

座
位

で
洗

髪
を

行
っ

た
場

合
の

生
体

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

内
科

病
棟

入
院

中
貧

血
の

あ
る

患
者

、
計

36
名

。
（

仰
臥

位
群

20
名

、
前

屈
座

位
群

16
名

。）

仰
臥

位
、

坐
位

（
前

屈
位

）。
中

枢
温

、
末

梢
温

、
脈

拍
数

、
呼

吸
数

、
血

圧
。

脈
拍

数
は

体
位

に
よ

っ
て

有
意

な
差

は
な

か
っ

た
。

呼
吸

数
は

仰
臥

位
群

で
は

有
意

差
な

し
、

前
屈

位
群

で
は

洗
髪

開
始

後
に

増
加

、
終

了
2

分
後

に
減

少
傾

向
を

示
し

た
。

最
高

血
圧

は
、

仰
臥

位
群

で
は

有
意

差
な

し
、

前
屈

位
群

で
は

終
了

直
後

か
ら

上
昇

傾
向

を
示

し
た

。

19
小

野
久

実
子

切
迫

早
産

治
療

中
の

妊
婦

に
洗

髪
が

及
ぼ

す
影

響
の

調
査

19
96

洗
髪

援
助

が
切

迫
早

産
の

状
態

に
ど

の
程

度
影

響
が

あ
る

の
か

を
調

査
す

る
。

産
婦

人
科

入
院

中
で

切
迫

早
産

妊
婦

33
例

。
仰

臥
位

、
座

位
（

前
屈

位
）。

N
S

T
に

お
け

る
腹

緊
の

状
態

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
自

覚
症

状
や

感
想

）。

洗
髪

後
N

S
T

で
、

15
％

の
妊

婦
に

腹
緊

が
出

現
し

た
が

、
切

迫
早

産
の

治
療

に
影

響
を

及
ぼ

し
た

例
は

な
か

っ
た

。
洗

髪
に

よ
り

腹
緊

を
自

覚
し

た
例

は
36

％
あ

っ
た

が
、

ま
も

な
く

元
の

状
態

に
戻

っ
た

。
仰

臥
位

姿
勢

の
ほ

う
が

安
楽

と
い

う
感

想
を

得
た

。
洗

髪
は

、
気

持
ち

よ
か

っ
た

と
い

う
感

想
を

得
た

。

20
東

ま
す

み
洗

髪
姿

勢
と

患
者

の
負

担
19

95

頭
部

前
屈

及
び

仰
臥

位
姿

勢
に

よ
る

洗
髪

に
お

い
て

、
関

連
す

る
諸

筋
の

緊
張

状
態

や
生

理
的

な
変

化
を

検
討

す
る

。
健

康
な

成
人

女
性

10
名

。
仰

臥
位

、
座

位
（

前
屈

位
）。

筋
電

図
、

呼
吸

数
、

脈
拍

数
、

自
覚

症
状

、
実

感
し

た
洗

髪
の

印
象

、
部

位
別

の
苦

痛
や

訴
え

。

前
屈

姿
勢

で
は

、
胸

鎖
乳

突
筋

、
僧

帽
筋

、
固

有
背

筋
に

緊
張

が
み

ら
れ

、
呼

吸
数

は
や

や
増

加
し

た
。

仰
臥

位
姿

勢
で

は
、

胸
鎖

乳
突

筋
、

腹
直

筋
、

大
腿

四
頭

筋
に

緊
張

が
み

ら
れ

、
脈

拍
数

は
や

や
減

少
し

た
。

実
感

は
、

仰
臥

位
の

ほ
う

が
良

い
と

い
う

結
果

で
あ

っ
た

。
洗

髪
中

の
苦

痛
の

訴
え

と
し

て
、

前
屈

姿
勢

で
は

大
腿

に
緊

張
感

や
倦

怠
感

、
仰

臥
位

姿
勢

で
は

後
頚

部
に

痛
み

や
緊

張
感

、
圧

迫
感

が
あ

っ
た

。

21
板

倉
勲

子
洗

髪
車

使
用

時
の

安
楽

な
体

位
に

関
す

る
研

究
19

94
洗

髪
時

に
お

け
る

頸
部

・
肩

部
の

筋
群

の
負

担
を

軽
減

で
き

る
安

楽
な

体
位

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
健

康
な

女
子

4
名

。
（

18
～

22
歳

）

水
平

仰
臥

位
0
°、

上
半

身
5°

挙
上

、
上

半
身

10
°挙

上
に

て
ベ

ル
ト

を
渡

し
た

洗
髪

槽
に

後
頭

部
を

入
れ

る
体

位
。

皮
膚

温
、

心
筋

酸
素

消
費

量
、

心
拍

数
、

収
縮

期
血

圧
、

胸
鎖

乳
突

筋
の

角
度

。

H
R

、
B

P
、

心
筋

酸
素

消
費

量
、

皮
膚

温
は

、
ど

の
体

位
に

お
い

て
も

5
分

後
変

化
し

た
が

、
そ

の
幅

は
、

0°
が

一
番

大
き

か
っ

た
。

心
拍

数
、

収
縮

期
血

圧
、

心
筋

酸
素

消
費

量
、

サ
ー

モ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

結
果

で
は

、
3

角
度

に
お

い
て

0°
が

も
っ

と
も

臥
床

５
分

で
数

値
の

変
動

が
見

ら
れ

た
。

22
北

 育
子

洗
髪

に
よ

る
血

圧
・

脈
拍

の
変

動
―

苦
痛

体
位

と
安

楽
体

位
の

比
較

か
ら

―
19

90
苦

痛
・

安
楽

体
位

で
の

洗
髪

が
、

血
圧

・
脈

拍
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

与
え

る
か

を
比

較
・

検
討

す
る

。
30

歳
代

の
健

康
な

女
性

5
名

。
仰

臥
位

、
フ

ァ
ウ

ラ
ー

位
。

血
圧

、
脈

拍
。

仰
臥

位
で

は
、

安
楽

体
位

よ
り

苦
痛

体
位

に
お

い
て

拡
張

期
血

圧
や

脈
拍

が
上

昇
し

た
。

フ
ァ

ウ
ラ

ー
位

で
は

、
安

楽
体

位
よ

り
苦

痛
体

位
に

お
い

て
、

血
圧

・
脈

拍
が

上
が

っ
た

。

23
沼

田
華

織
前

屈
位

洗
髪

に
お

け
る

貧
血

患
者

の
脈

拍
・

呼
吸

・
血

圧
19

90
前

屈
位

洗
髪

が
貧

血
患

者
の

脈
拍

、
呼

吸
、

血
圧

に
与

え
る

影
響

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

貧
血

群
（

貧
血

を
有

す
る

入
院

患
者

、
男

子
8

名
、

女
性

8
名

、
計

16
名

）と
、

対
照

群
（

貧
血

で
な

い
男

性
9

名
、

女
性

8
名

の
計

17
名

）。

洗
髪

車
を

用
い

た
前

屈
位

。
脈

拍
、

呼
吸

、
血

圧
脈

拍
・

呼
吸

で
は

、
有

意
な

変
化

は
な

か
っ

た
。

最
高

血
圧

は
、

貧
血

群
に

お
い

て
の

み
、

40
度

の
お

湯
で

実
施

し
た

場
合

、
実

施
前

に
比

べ
実

施
後

に
有

意
に

上
昇

し
た

。
最

低
血

圧
で

は
、

両
群

と
も

、
38

度
の

お
湯

で
実

施
し

た
場

合
、

実
施

前
に

比
べ

実
施

後
に

有
意

に
上

昇
し

た
。

24
寺

町
優

子

洗
髪

労
作

時
の

体
位

お
よ

び
開

始
時

期
に

つ
い

て
の

検
討

 急
性

心
筋

梗
塞

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て

19
84

洗
髪

労
作

時
に

お
け

る
体

位
、

病
日

、
最

高
C

P
K

値
、

F
or

re
st

er
分

類
、

年
齢

、
梗

塞
部

位
、

合
併

症
の

関
係

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
急

性
心

筋
梗

塞
57

例
。

仰
臥

位
、

前
屈

位
。

収
縮

期
血

圧
、

拡
張

期
血

圧
、

心
拍

数
。

仰
臥

位
洗

髪
時

で
は

、
全

体
と

し
て

殆
ど

有
意

な
P

R
P

の
上

昇
が

示
さ

れ
な

か
っ

た
。

前
屈

位
洗

髪
で

は
、

第
4

病
週

以
内

に
お

い
て

P
R

P
の

有
意

な
上

昇
が

示
さ

れ
た

。


